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フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 第２回 「固定資産の減損」   
（ ※ 固定資産の減損に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。） 

（１）①(ⅰ)継続的な収支把握の単位の識別 

同一のグループにグルーピング 

（１）①(ⅱ)相互補完性の

検討 
異なるグループとなる。 

相互補完性あり 

相互補完性なし 

（１）②(ⅰ)処分予定資産のグルーピング 

（１）②(ⅱ)遊休資産のグルーピング 
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（１）使用している 
（使用する見込むのある） 

固定資産か？ 

YES 

NO 

処分予定資産の場合 

遊休資産の場合 

（２）①管理会計上の区分や投資
の意思決定を行う単位の設定等
が複数の連結会社(在外子会社を
含む)を対象に行なわれているか。 

（２）②連結財務諸表において他
の資産又は資産グループから概
ね独立したキャッシュ・フローを生
み出す最小の単位が、各連結会
社の個別財務諸表における資産

のグルーピングと異なるか。 

グルーピングを見直す。 

YES 

YES 

個
別
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NO 

NO 



フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 第２回 「固定資産の減損」   
（ ※ 固定資産の減損に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。） 
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（１）営業活動から生ずる損益又は
キャッシュ・フローが継続してマイナス
となっているか、又は、継続してマイ
ナスとなる見込みである場合か？ 

減
損
の
兆
候
あ
り
。
 

YES 

NO 

減損損失の認識を判定する。 

（２）資産又は資産グループが使用さ
れている範囲又は方法について、回
収可能価額を著しく低下させる変化
が生じたか、又は、生ずる見込みで

ある場合か？ 

（３）経営環境が著しく悪化したか、又
は、悪化する見込みである場合か？ 

（４）(市場価格がある資産で)市場価
格が著しく下落（50％程度以上下落）

している場合か？ 

NO 

NO 

減損の兆候なし。 
【STEP３】以降の検討は不要。 

NO 

YES 

YES 

YES 



フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 第２回 「固定資産の減損」   
（ ※ 固定資産の減損に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。） 
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（３）割引「前」将来キャッシュ・フ
ローと固定資産の帳簿価額を比

較する。 

減損損失の認識は不要。 
（減損損失の計上は必要ない。） 

減損損失を認識する。 

 
（１）将来キャッシュ・フローの見積り期間の設定 

 
 
 
 

主要な資産の経済的残
存使用年数 20年 

いずれか 
短い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）(ⅰ)取締役会等で承認された中
長期計画が存在する場合 

（２）（ⅱ)取締役会等で承認された中
長期計画が存在しない場合 

帳簿価額 ＞ 割引「前」将来キャッシュ・フロー 帳簿価額 ≦ 割引「前」将来キャッシュ・フロー 

               （２）将来キャッシュ・フローの見積り（①と②の合計） 

① 資産の使用によって各年に得られるキャッシュ・フロー（上記で決定した見積り期

間まで） 

② 資産の将来の使用｢終了｣時点における正味売却価額、もしくは、見積り期間満

了時点における回収可能価額 



フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 第２回 「固定資産の減損」   
（ ※ 固定資産の減損に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。） 

（３）回収可能価額の決定 
（使用価値と現在時点の正味売却価額の高い方の金額） 
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           （１）①割引率の算定 
         （加重平均資本コストの算定） 
 
 ■他人資本コストの算定 
 ■自己資本コストの算定（ＣＡＰＭ） 
  － リスク・フリー・レートの算定 
  － β 値の算定 
  － リスク・プレミアムの算定 

          （１）②使用価値の算定 
 
■ 将来キャッシュ・フローを見積もる。 
（（ⅰ）資産の使用によって各年に得られるキャッシュ・
フローと（ⅱ）資産使用後の「将来」時点の正味売却価
額の合計） 
■ 将来キャッシュ・フローを割引率で割引計算する。 （２）現在時点の正味売却価額の算定 

「現在時点の時価 － 処分費用見込額」 
 

（※）①明らかに現在時点の正味売却価額が使用価値よ

りも高いと想定される場合や、②処分がすぐに予定され

ている場合などを除き、必ずしも現在時点の正味売却価

額を算定する必要はない。 

（４）減損損失の測定 
「（資産グループの）固定資産の帳簿価額合計 － 回収可能価額」 


